
様式３

　

　

・2024年8月17日にOPCを実施．その他近隣地区へのイベント実績として紹介．

 研究実績の概要

　日頃からものづくりに触れる機会が少なくなった小中学生に，最新のものづくりを体験してもら
い，高専等の工学分野教育に興味を持ってもらうことで入学希望者の増加に貢献する．更に，保護
者といっしょにものづくり体験を行うことで，親子間の会話を促進するとともに，将来に向けて進
路を一緒に考えて頂く機会づくりができることを目標に教育研究を実施した．
　まずテーマとしては近年注目されている3Dプリンタを取り上げた．3Dプリンタ自体は珍しくはな
いが，触れたこと，製作したことがないという人がほとんどであるため，気軽に利用できる点では
参加者の技術的興味を満足できる題材であると考えた．また，その3Dプリンタをどのように産業的
に活用しているかを調査して，DX推進のモジュラー試作への適用が最も論理的であることを明らか
にした．そこで，基本要素（プリミティブ）を組み合わせた簡易なCADを検索して，AutoDesk社の
TinkerCADの利用を採用した．このソフトウェアは無償であり，インターネット環境があればイン
ストールなしで使用できるため，OPCでの利用に最も適したアプリケーションである．
　OPC授業構成としては，DX推進→モジュラー設計→簡易CADでの設計→3Dプリンタで試作という流
れを検討した．設計対象としては各家庭であったら便利という試作品を事前検討して頂き，当日に
設計の基本的な考え方を指導したのちに製作に移るという手順を採用した．また，3Ｄプリンタに
よる製造には時間がかかるため，設計データを頂き，後日製作して発送するといった仕組みを考案
した．実際には10組の募集に対して39組の応募があり，抽選で選ばれた親子が制作実習を行った．
最初はCADの操作にてこずるケースも見受けられたが，徐々に操作できるようになり，親子で色々
と工夫点などを議論しながら作品を製作するといった，当初の目標を無事達成する教材を制作する
ことができた．
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